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【本書について】
本書は、はじめてドイツ語を学ぶ学生のための文法
書です。全体が「基礎A」「基礎B」「基礎C」の 3 部
から構成されています。
「基礎A」は名詞の性（男性・女性・中性）・数（単数・
複数）の格変化を中心にドイツ語文法の中でも最も基
礎的で重要な文法事項を扱い、必須の学習・習得項目
となります。
「基礎B」は「基礎A」と同様に非常に重要な文法事
項ではありますが、動詞や助動詞を中心に多様な表現
形式を扱うため、丁寧な説明と時間をかけた学習が求
められる項目となります。
「基礎A」と「基礎B」（B－ 6 を除く）が主に単一文（単
文）を前提とするのに対し、「基礎C」は副文を伴う
複合文など、より複雑な文構造を理解する上でなくて
はならない項目を扱います。しかし近年多くの大学・
短大・高専等で、ドイツ語の授業時間数が減少し、選
択的・補足的に取り上げられる傾向にある文法事項と
なっています。
ドイツ語文法という視点からみた場合、どれも等し
く取り上げねばならない重要な文法事項であるという
考えに立ち、本書では基礎的な文法事項を全て網羅し
つつ、全体を 3 段階のレベル構成としました。従いま
して、「基礎A」のみで終了することも、あるいは「基
礎B」まで進むことも、それぞれカリキュラムの内容
に応じて選べることになります。また「基礎C」まで
学習した場合、ドイツ語の基礎文法を完了したという
目安にもなります。文法の達成目標を、この 3 段階レ
ベルに合わせて設定することにより、文法学習の到達
レベルが相対化できることにもなります。
各課の構成につきましては、重要な文法項目に入る
前に〈例文〉を設け、あくまでも「文」の理解を文法
学習の最大の目的と位置付けています。しかし、全く
見慣れないドイツ語文法を前にして戸惑うことも多々
あることが想定されるため、〈例文〉の直後にごく簡
単な解説文を加え、その課で学習するポイントが容易
にイメージできるように工夫しました。
文法説明の後にくる「問」では、「ドイツ語が分かる」
あるいは「ドイツ語は面白い」という学習効果が期待
できるような問題を設定しました。
各課 4 頁目に「練習問題」があり、それぞれ設問
を 3 つ設けています。設問 1 はその課で学んだ文法
規則の繰り返しとなる確認問題や穴埋め問題とし、設
問 2 は主として書き換え問題あるいは和訳の練習問題
とし、設問 3 はドイツ語作文となっています。基本的
にやさしい問題となるように心がけ、問題数も最小限
にとどめることで、文法学習に過重な負担をかけない
ように配慮しました。
本書作成にあたって、「説明はなるべく丁寧に、問
題はできるだけ易しく」することを基本コンセプトと
し、全体を通して親しみやすい文法書となるように努
めました。
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